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1 うわづみ 上積み ① Ａ 名・他サ変 和語 上積み

2 こうせきうん 高積雲 ②② Ａ ≒ひつじ雲 名 漢語 高積雲

3 こうせきそう 洪積層 〇⑥ Ａ 名 漢語 洪積層

4 さんせき 山積 ① Ａ 山→積 名・自サ変 漢語 中学3 山積

5 したづみ 下積み ① Ａ 名 和語 小高3× 下積み 下積み

6 しゅうせき 集積 ③ Ａ 集＝積 名・自他サ変 漢語 中学2 集積

7 せき 積 B 名 和語 二と三の積 中学3 積

8 せきうん 積雲 ② A ≒綿雲 積→雲 名 漢語 中学2× 積雲

9 せきさい 積載 〇 A *積載量 積＝載 名・他サ変 漢語 中学3 積載 積載

10 せきさん 積算 ② A ≒累計 積→算 名・他サ変 漢語

11 せきせつ 積雪 ② A ≒降雪 積→雪 名 漢語 積雪 小高2 積雪 積雪 積雪 積雪

12 せきねん 積年 ① A ≒多年 積→年 名 漢語 中学3

13 せきらんうん 積乱雲 ⑥② A ≒入道雲 名 漢語 積乱雲 積乱雲 積乱雲

14 せっきょく 積極 ④ A 積→極 名 漢語 小5仲間 中学1

15 せっきょくてき 積極的 ④④ A 形動 漢語 積極的 中A 中学1× 積極的 積極的 積極的 積極的

16 たいせき 体積 ② B ≒容積 体→積 名 漢語 小高1 体積 体積

17 たいせき 堆積 〇 A 堆→積 名・自サ変 漢語 堆積

18 ちくせき 蓄積 〇 A 蓄＝積 名・自他サ変 漢語 中学1 蓄積 蓄積

19 ちゅうせき 沖積 ④高 A 沖→積 名・自サ変 漢語 沖積 沖積層

20 つみあがる 積み上がる ① A Ｖ＋Ｖ 五自 和語 小低2×

21 つみあげる 積み上げる ① A Ｖ＋Ｖ 下一他 和語 小低2× 積み上げる

22 つみいれる 積み入れる ① A Ｖ＋Ｖ 下一他 和語
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23 つみおろし
積み降ろし
（積み卸し）

⑥
〇

A 名 和語 小高3×

積み降ろ

し

24 つみかえ
積み替え
（積み換え）

〇
〇

A 名 和語 小低2×

25 つみかえる 積み替える 〇 A 下一他 和語 小低2×

26 つみかさなる 積み重なる ③ A Ｖ＋Ｖ 五自 和語 小低2×

27 つみかさね 積み重ねる ③ A 名 和語
積み重

ね

28 つみかさねる 積み重ねる ③ A Ｖ＋Ｖ 下一他 和語 小B 小低2×
積み重

ねる
積み重ねる

29 つみき 積み木 ① A 名 和語 小低2

30 つみこみ 積み込み 〇 A 名 和語 小高2

31 つみこむ 積み込む 〇 A Ｖ＋Ｖ 五他 和語 小高2 積み込む

32 つみだす 積み出す ① A Ｖ＋Ｖ 五他 和語 小低2× 積み出す

33 つみたて 積み立て ① A *積立貯金 名 和語 小低2× 積み立て

34 つみたてる 積み立てる ① A Ｖ一語化 下一他 和語 小低2× 積み立てる

35 つみに 積み荷 ③ A 名 和語 小高2 積み荷 積み荷

36 つみのこし 積み残し ④ A 名 和語 積み残し

37 つみのこす 積み残す ④ A V＋補助Ｖ 五他 和語

38 つむ 積む A 五自他 和語 小低1
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積む 積む

39 つもり 積もり A 名 和語 小A 小低1 3 心積もり

40 つもる 積もる A 五他 和語 小低1
雪が積

もる

積もっ

た雪
（金子み

すゞの詩）

雪が積

もる

落ち葉

が積も

る

雪がつ

もる

ちりも

積もれ

ば山と

なる

積もる

話

雪が積

もって

いる

雪が積

もる

積もる 積もる

41 ふりつもる 降り積もる ⑥ A 五自 和語 ふり積もった 小低2× 降り積もる

42 みつもり 見積もり ① A 名 和語 小高2 見積もり

43 みつもりしょ 見積書 ①② A 名 混種語 見積書



44 みつもる 見積もる ① A 五他 和語 小高2 見積もる

45 めんせき 面積 ③ B 面→積 名 漢語 面積 小高1 面積 面積 面積
円の面

積
面積 面積

46 ようせき 容積 ⑤ B ≒体積 容→積 名 漢語 小高1 容積 容積 容積

47 るいせき 累積 〇 A 累＝積 名・自他サ変 漢語 中学4 累積 累積

凡例
常用漢字表の音訓 イネをかさねつむ

セキ A つむ・つもる・たかくかさなる・たかくかさねる・時間をかけてたまる

つ-む これまでのすべてを合計する（累積・積算）

つ-もる 予測する（心積もり・見積もる）

B かけ算の答え

当用漢字音訓表

の音訓
「責」を構成要素とする漢字

セキ

つ-む

つ-もる

b　読み

e 意味

g  語構成

算数4年　面積

数学中学1年　累積度数

意味区分

「学年別漢字配当表」における小学校の配当学年を〇数字でしめした。

〇印は，教育漢字外の常用漢字。

二字漢語の構成を記号でしめした。

のならび）とし赤字でしめした。修飾関係の語を「→」とした。

また複合動詞については２つの動詞がそれぞれ本来の意味と格関係を

持つ場合に「V＋V」と表示した。

原義　

基本義　

派生義　

候補漢字語の読みをひらがなでしめし「見出し語」とした。

j k l mn欄にある語を「基本語イ」とし，この欄で赤字でしめした。

（中）中学校段階で指導する音訓。

（高）高等学校段階で指導する音訓。

d 学年配当

候補漢字語のおおまかな意味の下位分類を区分した。

区分にふくまれないものは「＊」とした。
f  類義・対義・関連の語



j  国字研プリント

対象小６ 小学校６年　対象についての用語（本質と現象）

認識小２ 小学校２年　人間の知的活動用語（認識）

対象中学 中学生　対象についての用語（本質と現象）

l  批判読み教育基本語イ

小６論 小学校6年　論理性を確かにし感情の質を高めるもの

小６仲 小学校6年　仲間意識を育てるもの

中１年 中学校1年

n 阪本語イ表

武部優子（漢字指導法研究会研究参与，啓明学園初等学校元校長）が

1962年に作成した「学習論理語イ一覧表」に掲載されている語。論理

的思考力をやしなうために，小・中学校のうちにぜひ指導しておきたい

ものとして，大久保忠利（1909-1990，漢字指導法研究会創立者）の

提案をもとに論理語イを70語選定し，体系的に整理したもの。

大久保忠利・松山市造・近藤徹編『言語要素指導』国語教育の体系化１

（明治図書，1962年）所収。

児童言語研究会が1962年に作成した「児言研国語科教育基本語い・第

一次試案」に掲載されている語のうち該当の漢字をふくむ語について赤

字でしめした。

大久保忠利・松山市造・近藤徹編『言語要素指導』国語教育の体系化１

（明治図書，1962年）所収。

漢字指導法研究会の会員著作の『漢字プリント』（ 日本教育出版サー

ビス刊,1994年）でつかわれている語を赤字でしめした。

見城慶和（漢字指導法研究会研究参与，元委員長）が1963年に作成

した「教育基本語イ」のうち 該当の漢字をふくむ語の提示学年を赤字

でしめした。

東京都教組荒川教研国語部会『批判読み』（明治図書，1963年）所

収。

k 学習論理語イ一覧表

阪本一郎が中心となって1958年と1984年にとりまとめた教育基本語

彙のうち該当の漢字をふくむ語を記号でしめした。

   小低□：小学校第１～第３学年

   小高□：小学校第４～第６学年

   中学□：中学校

□の部分は優先順位，最優先を１とし，つづいて２，３，４の順とし

ている。

1984年版で削除されたものには×，追加されたものには〇，移動が

あったものは△・▽をほどこした。1958年版の作成には，児童言語

研究会元委員長・国字研元会員の松山市造（元・学習院初等科）がく

わわった。

o 幼児語イ 大久保愛（漢字指導法研究会元研究参与，国立国語研究所名誉所員）ら

がおこなった就学前の幼児の語イ調査から，該当の漢字にかかわる語を

数字でしめした。

調査は，1977年のある一日（約12～14時間）のなかで，4人の6才児

がそれぞれの日常生活場面・遊び場面で発話した語を収集したもの。

数字は，4人の発語の総計。空欄は，発語がなかったもの。

m 児言研教育基本語イ
小Ａ：小学校段階で特に大切な語い

小B：小学校段階でＡ語に続くもの

中Ａ：中学校段階で特に大切な語い

中B：中学校段階でＡ語に続くもの


